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1 はじめに
現在，インターネットを通じて多様な情報を取得できる．中

には、地域の人に向けた情報も多数発信されている．しかし一方

で，地域活動への参加に意欲がありながらも，関連する情報を得

られないばかりに機会を失うこともある．特に高齢者の中にはイ

ンターネットの利用に不慣れな人も多い．景気の低迷や雇用情勢

などにより若年人口の都市部への流出が続き，地方では少子高齢

化が急速に進行している中で，高齢者の地域社会への参加は重要

性を増している．

このような人々に対して，地域社会に参加するきっかけとな

る情報を提示する仕組みが必要であると考える．情報技術を用い

て地域情報を配信する媒体のひとつに，デジタルサイネージがあ

る．デジタルサイネージは，ネットワークに接続した電子看板で

あり，公共施設などに設置され，リアルタイムな情報を提供する

ことができる．現行のデジタルサイネージでは，サイネージ専用

の端末を準備し，そこで表示するコンテンツを新たに作成する

必要があることなど，導入にコストがかかることが課題となって

いる．

本稿では，状況に応じてアプリケーションを自動配信できる

コンテキストデスクトップを用いて，その場に適したコンテンツ

をウェブから抽出して表示するシステムを効率的に構築する方法

を示す．

2 関連研究
デジタルサイネージを利用して地域情報を配信する試みはさ

まざまなところでなされている．藤沢市が実施するふじさわサイ

ネージ [1]では，市民ボランティアなどの地域の人々が地域情報
や行政情報などを収集し発信する仕組みとなっている．広島市で

は，市や関係機関が提供する観光情報などの地域情報をコンテン

ツとして配信している [2]．以上のような情報発信の課題として，
デジタルサイネージ用のコンテンツを作成する必要があることが

挙げられる．

一方，自動販売機にディスプレイとカメラを設置し，購買客の

年代や性別を判定してその人に適合する商品や広告を提示するも

のがある [3]．デジタルサイネージを利用し，画面を目にする人
の属性を考慮して，対象者に最適な情報を表示する．現状では広

告としての利用にとどまっており，地域に密着した情報は少ない．

その他にも，文献 [4] では，家庭用テレビに地域密着型の文
字列情報をプッシュが，ユーザに関する情報を蓄積することで地

域や世帯ごとにカスタマイズされた情報を提示している点で，不

特定多数の人が利用するデジタルサイネージには適さない．また

Interactive public ambient displays[5]は，ユーザのディスプレ
イからの距離に応じて表示内容が変化し，またジェスチャで操作

できる．これはコンテンツ作成が比較的大きな負担となる．
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図 1: 地域情報配信システムの動作イメージ

3 地域情報配信システムの提案

3.1 システム概要
前章で述べたデジタルサイネージの課題を踏まえ，本システ

ムでは地域情報発信コンテンツ作成を自動化し，気軽に設置でき

るデジタルサイネージシステムを提案する．ウェブサイトで発信

されている情報にも十分なリアルタイム性があり，また地域の人

に向けた情報が多く掲載されている．これに着目し，ウェブ上に

ある情報を利用してコンテンツを作成することで，コンテンツ作

成に要する負担を軽減できる．ウェブから情報を抽出する際に，

視聴者の特性などをデジタルサイネージ端末の設置場所などから

推測し，その場に最適な情報を提供する．

図 1に，本研究で提案する地域情報配信システムを用いてウェ
ブサイトの情報を表示する動作をイメージを示す．デジタルサイ

ネージ端末 Bを中心として，その周囲にある場所と関係するウェ
ブサイトの情報を収集して表示する．コンテンツの管理はサーバ

で行い，デジタルサイネージ端末ではサーバからコンテンツを受

信して表示する．その他の例としては，災害発生時に災害情報を

配信するものや，時間を限定した情報の配信するものなどが挙げ

られる．

以上の機能は，コンテキストデスクトップ [6]を用いることで，
効率的に実現できる．コンテキストデスクトップは，ユーザのコ

ンテキストを推定し，必要なアプリケーションを配信してスマー

トフォンのデスクトップ画面を自動で切り替えるシステムである．

コンテキストデスクトップ上のアプリケーションは HTML5 と
JavaScriptで記述するため，ウェブサイトの表示および動画再生
を容易に実装できる．また，複数の情報提示アプリケーションを

状況に応じて自動で配信できる．

3.2 地域情報管理サーバ
サーバでは，コンテキスト推定，地域情報提示アプリケーショ

ンプッシュ，コンテンツの収集と管理を行う．コンテキストデス

クトップの機能により，コンテキストに適合するアプリケーショ

ンをデジタルサイネージ端末へとプッシュする．デジタルサイ

ネージ端末上のアプリケーションから位置情報等を受け取ると，

その位置に関連するコンテンツをウェブから検索して保持する．

ここで保持する情報は，ウェブサイトや動画の URLなどである．
コンテンツの中に不適切なものが含まれる場合や，新たにコ
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図 2: プロトタイプ動作手順

ンテンツを追加したい場合があることを想定し，保持したコンテ

ンツを外部から変更できるようにする．これを実現するために，

コンテンツはサーバ上で管理する．サーバ上では，各デジタルサ

イネージ端末に対応した，設置場所の情報と収集したウェブサイ

トの一覧を保持する．新たにコンテンツを配信する場合は，その

コンテンツの URLと，地理的な範囲を指定する．すると指定さ
れた範囲に該当するデジタルサイネージ用の URLの一覧を変更
する．この URLの一覧を定期的にデジタルサイネージ端末へと
送信する．

3.3 デジタルサイネージ端末
コンテキストデスクトップの動作環境である Androidを搭載

したデバイスをディスプレイに接続したものをデジタルサイネー

ジ端末として扱う．デジタルサイネージ端末では，地域情報提示

アプリケーションの実行を行う．アプリケーションは位置情報等

をサーバに送信し，コンテンツ情報を受け取って表示する．

4 プロトタイプの開発
GPSより得られる位置情報をもとに，周辺施設等のウェブサ

イトの表示と関連する動画の再生を行うアプリケーションを配信

するシステムを開発した．本研究では，コンテキストデスクトッ

プの基幹技術であるヒューマンセントリックプラットフォームを

用いて開発を行った．プロトタイプで保管する地域情報提示ア

プリケーションはひとつのみのとなっているため，コンテキスト

推定の必要がなく，この環境においても同様の動作をする．施設

等の検索には Google Places APIを，動画の検索には YouTube
Data APIを，動画の再生にはYouTube Player APIを，ウェブ
サイトへの QRコード生成には Google Chart Toolsをそれぞれ
使用した．

プロトタイプにおいては，ウェブ上から自動で抽出した情報

のみを表示させる．しかしながら，提案したシステムでは，コン

テンツはサーバで管理されるべきである．これにしたがい，この

場合のコンテンツであるウェブサイトと動画の検索はサーバ上で

行う．

図 2にプロトタイプの動作を示す．はじめに，ヒューマンセ
ントリックプラットフォームの動作に従い，アプリケーションリ

ポジトリからアプリケーションをダウンロードする．その後，コ

ンテンツ配信サーバとデジタルサイネージ端末が動作する．

4.1 コンテンツ配信サーバ
コンテンツ配信サーバは，サイネージ端末から位置情報を受け

取り，これを用いてプレイス検索リクエストを実行する．プレイ

ス検索結果を受け取ったら，プレイス毎にプレイス詳細リクエス

トを実行する．プレイス詳細レスポンスにウェブサイトの URL
が記載されていれば保存し，さらにプレイス名で動画を検索する．

動画が見つかれば動画 IDも共に保存する．プレイス毎の検索が
終了したら，保存したコンテンツ情報を端末へと送信する．コン

テンツ情報は URLと動画 IDのセットであり，これを複数なら
べたものが送信される．

図 3: プロトタイプ動作画面

4.2 コンテンツ表示アプリケーション
端末の位置情報をコンテンツ配信サーバに送信し，コンテン

ツ情報を取得する．コンテンツ情報に含まれる URLにアクセス
し，ウェブサイトを表示する．コンテンツ情報に動画 IDが含ま
れていれば動画の再生も行う．同時に，ウェブサイトの URLを
示すQRコードを生成し表示する．一定時間が経過すると，次の
コンテンツへと表示を切り替える．このとき，動画が再生中であ

れば，終了後に切り替える．図 3に，Android搭載スマートフォ
ン上で動作させたときの実行画面を示す．

5 おわりに
本研究では，コンテキストデスクトップを利用して地域情報

を配信するシステム提案し，プロトタイプの開発を行った．プロ

トタイプでは，地域情報を自動で収集し配信するサーバとコンテ

ンツ表示を行うアプリケーションを開発した．収集した情報を管

理する機能の，その他アプリケーションは未開発である．

今後は，開発したシステムを使用してもらい，適切なコンテン

ツが表示されるかなどの項目を設けたアンケート調査を行うこと

により評価を行う．将来的には，位置情報だけでなく，時刻など

多様な要素を考慮に入れてコンテキスト推定を行うことにより，

サイネージ利用者にとってより有益な情報を提供できるシステム

を目指す．
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